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「龍」の舞の出番を控え、真剣な眼差しを浮かべる
地元の小学生（関連記事18ページ）
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　飯田の祇園祭の舞ものとして、国の重要無形民俗文
化財に指定されている「山名神社天王祭舞楽」が７月
15日と16日の両日、奉納されました。京都の祇園祭
の舞の演目としてこの地に伝えられて500年余り。当
時からほとんど姿を変えずに地域の大人から子どもた
ちまで連綿と継承されています。
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〈今月の表紙〉〈今月の表紙〉

天王祭舞楽の伝統をつなぐ天王祭舞楽の伝統をつなぐ



公
共
交
通
の
あ
り
方
を
議
論

　
森
町
の
鉄
道
や
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
考
え
る
「
第
１
回
地
域
公
共
交

通
会
議
」
を
7
月
10
日
、
町
民
生

活
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
委
員
に
は
、
会
長
の
太
田
町
長

を
は
じ
め
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
事

業
者
、
議
会
代
表
者
や
学
校
関
係

者
、
町
内
各
主
要
団
体
の
長
な
ど

有
識
者
24
人
を
選
任
。
第
1
回
会

議
で
は
、
町
の
公
共
交
通
の
現
状

や
課
題
を
把
握
し
た
ほ
か
、
計
画

策
定
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

確
認
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
昨
年

度
に
実
施
し
た
「
地
域
公
共
交
通

検
討
調
査
」
の
結
果
を
活
用
す
る

な
ど
し
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
等
を
通

じ
、
森
町
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交

通
網
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
た
め
、
地

域
公
共
交
通
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
を

　
太
田
町
長
は「
持
続
可
能
で
、地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
各
委

員
か
ら
は「
利
便
性
と
財
政
負
担
、

ど
こ
で
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
」

「
地
区
ご
と
の
将
来
像
を
示
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
庁
内
で
も
検
討
を
実
施

し
、
今
後
も
協
議
を
続
け
、
今
年

度
中
に
「
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

至 掛川（大東）

森
町
地
域
公
共
交
通
検
討
調
査
の
結
果
報
告

公共交通の利用実態調査（抜粋）
バス年間利用者数の推移（図１）

町民意向調査（抜粋）

※森町を通るバス路線全体の利用者数

バス路線の利用者数の推移をみ
ると、路線バス・自主運行バス、
患者輸送バスの全てで減少傾向
にあります。
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●移動手段は自家用車が主流、公共交通の利用は少な
い。(鉄道は約6割、バスは約8割がほとんど利用しない)

●公共交通を維持すべき理由としては、「高齢者等の移
動が困難な方の足の確保」、「病院への通院」が多い。

●自家用車から公共交通への転換は、約3割が「でき
ない、変わらない」、約4割が「将来、歳をとったらで
きる」「たまにならできる」と回答している。

●今後の施策として、「車両の小型化」、「運行方式の見直
し」、「住民、事業者、町との協働」などが望まれている。

●鉄道は、掛川市と湖西市を結ぶ天竜浜名湖線が通り、町内には
戸綿駅、遠州森駅、森町病院前駅、円田駅、遠江一宮駅の5駅が
設置されている。

●路線バスは、秋葉バスサービス㈱により、秋葉線、秋葉中遠線の
２路線が、また、遠鉄鉄道㈱により磐田市立病院福田線が運行さ
れている。

●事業者撤退路線を引き継いだ自主運行バスとして、吉川線、大
河内線、磐田線の3路線を運行している。（吉川線・大河内線は
町営バス、磐田線は磐田市・袋井市との共同）

●患者輸送バスとして大河内線、大久保線、一宮線を運行している。
●タクシー会社として、森町タクシー（資）が営業している。

優先して維持すべき公共交通の目的（図２）
（複数回答可）
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町
で
は
公
共
交
通
の
現
状
を
把
握
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
現
状
把
握
や
利
用
実
態
、
町
民
意
向
な
ど
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
効
率
的
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持

続
性
の
高
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交
通
シ
ス
テ
ム
を
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し
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森
町
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
が
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
利

用
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
町

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共
交
通

体
系
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
バ
ス

通
体
系
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

公
共
交
通
の
利
用
実
態
調
査

公
共
交
通
の
運
行
状
況
、
利
用
者

動
向
、
運
営
状
況
に
つ
い
て
既
存

の
資
料
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
調

査
し
ま
し
た
。（
図
1
参
照
）

 

町
民
意
向
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森
町
に
居
住
す
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歳
以
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１
，
０
０
０
人
に
対
し
て
、
交
通

機
関
の
利
用
状
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（
目
的
、頻
度
、

交
通
手
段
等
）
や
改
善
要
望
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
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を
実
施

し
ま
し
た
。（
図
2
参
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ど
、
公
共
交
通
の
基
盤

整
備
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
を

調
査
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ま
し
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図
3
参
照
）
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●移動手段は自家用車が主流、公共交通の利用は少な
い。(鉄道は約6割、バスは約8割がほとんど利用しない)
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２路線が、また、遠鉄鉄道㈱により磐田市立病院福田線が運行さ
れている。

●事業者撤退路線を引き継いだ自主運行バスとして、吉川線、大
河内線、磐田線の3路線を運行している。（吉川線・大河内線は
町営バス、磐田線は磐田市・袋井市との共同）

●患者輸送バスとして大河内線、大久保線、一宮線を運行している。
●タクシー会社として、森町タクシー（資）が営業している。

優先して維持すべき公共交通の目的（図２）
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す
る
た
め

森町内を運行する
公共交通概要図
（図3）

至 湖
西

至静岡至浜松

森林組合前森林組合前

遠
州
森
駅

遠
州
森
駅

戸
綿
駅

戸
綿
駅

大
日
橋

（
袋
井
市
）

遠州森町遠州森町

遠
江
一
宮
駅

遠
江
一
宮
駅

天竜二俣駅
（浜松市天竜区）

気多
（浜松市天竜区）

円
田
駅

円
田
駅

森
町
病
院
前
駅

森
町
病
院
前
駅

袋井駅 掛川駅

落合落合

下島下島

磐田駅

秋葉線
（民間路線バス）

秋葉中遠線
（民間路線バス）

天
竜
浜
名
湖
鉄
道

磐田市立病院福田線
（民間路線バス）

磐田線
（自主運行バス）

大久保線
（民間路線バス）

吉川線
（町営バス）

一宮線
（患者輸送バス）

大河内線
（町営バス）
（患者輸送バス）

現況調査

61.261.2
55.855.8

48.648.6

24.024.0

14.614.6 14.014.0
9.89.8 6.46.4

〜
年
度
内
に
「
森
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を
策
定
〜

第
1
回
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催

第
1
回
地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催

バス3路線が乗り入れる秋葉バスサービス㈱の遠州森町バス停留所バス3路線が乗り入れる秋葉バスサービス㈱の遠州森町バス停留所

第1回地域公共交通会議のようす第1回地域公共交通会議のようす

地域の公共交通の核となる天竜浜名湖鉄道地域の公共交通の核となる天竜浜名湖鉄道

　
町
で
は
公
共
交
通
の
現
状
を
把
握
し
、
課
題
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
現
状
把
握
や
利
用
実
態
、
町
民
意
向
な
ど
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
本
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
を
も
と
に
、
効
率
的
で
持

続
性
の
高
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　☎
8
5
―
6
3
0
5

　
森
町
で
は
、
鉄
道
や
バ
ス
、
タ

ク
シ
ー
な
ど
の
公
共
交
通
が
整
備

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、
利

用
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
町

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
公
共
交
通

体
系
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
調
査
で
は
、
バ
ス

通
体
系
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

 

公
共
交
通
の
利
用
実
態
調
査

公
共
交
通
の
運
行
状
況
、
利
用
者

動
向
、
運
営
状
況
に
つ
い
て
既
存

の
資
料
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
調

査
し
ま
し
た
。（
図
1
参
照
）

 

町
民
意
向
調
査

　
森
町
に
居
住
す
る
15
歳
以
上

１
，
０
０
０
人
に
対
し
て
、
交
通

機
関
の
利
用
状
況
（
目
的
、頻
度
、

交
通
手
段
等
）
や
改
善
要
望
等
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。（
図
2
参
照
）

 

現
況
調
査

　
鉄
道
、
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

網
の
現
状
、
生
活
関
連
施
設
の
立

地
状
況
な
ど
、
公
共
交
通
の
基
盤

整
備
に
あ
た
っ
て
必
要
な
情
報
を

調
査
し
ま
し
た
。（
図
3
参
照
）

利
用
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
や
、
バ
ス
路
線
維
持
に
か
か
る

町
の
負
担
額
が
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
、
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

公
共
交
通
に
対
す
る
意
識
な
ど
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
交
通
事
業
者
や
関
係

市
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
将
来
に

わ
た
っ
て
利
用
し
や
す
い
公
共
交

地
域
公
共
交
通
を

　
　
　と
り
ま
く
現
状

地
域
公
共
交
通
を

　
　
　と
り
ま
く
現
状

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る

調
査
の
概
要

調
査
の
概
要

3 広報もりまち　平成29年8月号
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登録方法登録方法

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
お
知
ら
せ
配
信

chat-mori-entry@sbsrelief.isseimail.jp へ
空メールを送信します。

または右のQRコードを
読み取って送信します。

「森町ちゃっとメー
ル登録・変更のご案
内」という件名のメ
ールが届いたら、メ
ール本文のURLに
アクセスします。

※迷惑メールフィルターな
どにより受信できない
場合は、携帯電話のドメ
イン指定受信設定より、
ドメイン「sbsrelief.isseimail.jp」を受信
できるよう設定をお願いいたします。

1

2

このサービスで町が配信する情報は次のとおりです。
●生活情報　　　 ごみ情報や交通情報などの生活に関する情報
●イベント情報　  スポーツや観光、文化などの各種イベント情報
●防災情報　　　 気象警報や緊急災害情報
●同報無線情報　 緊急で放送する同報無線の情報
●医療・福祉情報　福祉や医療、健康に関する情報
※配信内容は今後、追加・変更される場合があります。

「利用規約」を確認
し、配信を希望しな
い情報を選択してく
ださい（初期設定で
は全て選択されてい
ます）。配信される情
報には、※印がつき
ます。

「居住地域」を、選択してください。

「登録・変更」ボタンを押してください。

確認画面で内容を確
認し、間違いがなけ
れば「登録」ボタン
を押します。

登録完了のメール
が届けば、登録完了
です。

4

5

6

7

3

※次のようなメールアドレスは空メールが送信できない場合があります。
①＠の直前または先頭にピリオドなどの記号がある。②ピリオドなどの記号が連続している（RFC規格に準拠していないメールアドレス）

※ご利用は無料ですが、通信費・パケット代は
　ご利用者様のご負担になります。

森町花子

　ど
こ
に
い
て
も
、町
か
ら
の
各
種
情
報
な

ど
を
メ
ー
ル
に
よ
り
受
信
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。町
の
気
象
警
報
の
お
知
ら
せ
な
ど

に
つ
い
て
も
自
動
で
配
信
さ
れ
ま
す
。

　町
の
情
報
を
簡
単
に
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、ご
興
味
の
あ
る
人
は
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　メ
ー
ル
を
受
信
す
る
に
は
、携
帯
電
話
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
　
役
場
総
務
課
情
報
管
理
係
　
☎
８
５
ー
６
３
０
４

「
森
町
ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

「
森
町
ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
」と
は

配信される情報

　
町
で
は
、防
災
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の
様
々
な
行
政
情
報
を
電
子
メ
ー
ル
で
配
信

す
る「
森
町
ち
ゃ
っ
と
メ
ー
ル
」を
、９
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ちゃっとメール

森町ちゃっとメール
登録用QRコード
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10
月
1
日
か
ら
森
町
役
場
の
宿
日
直
業
務
を
委
託
し
ま
す

～
み
ん
な
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
～

各
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
が

環
境
美
化
活
動
を
実
施

問　

役
場
住
民
生
活
課
生
活
保
全
係　

☎
８
５
｜
６
３
４
１

問　

役
場
総
務
課
行
政
係　

☎
８
５
｜
６
３
0
0

　

防
犯
対
策
の
強
化
な
ど
を
目
的
に
、
10
月
１
日
（
日
）
か
ら
通
常
業
務
時
間
外
の
宿
日

直
業
務
を
警
備
会
社
に
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
な
く
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

通
常
業
務
時
間
外
に
役
場
に
ご
用
の
方
は
、
宿
日
直
室
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

委
託
業
者

　

業
者
名
：
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

　

委
託
契
約
期
間
：

　
　

平
成
29
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
3
月
31
日

◆ 

宿
日
直
業
務
時
間
（
通
常
業
務
時
間
外
）

　

① 

月
曜
日
～
金
曜
日 

　
　

 

17
時
15
分
～
翌
日
8
時
30
分 

　

② 

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日 

及
び
年
末
年
始 

　
　

 

（
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
）

◆ 

宿
日
直
時
間
帯
の
役
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　

☎
８
５
｜
２
１
１
１

❶ 婚姻届・出生届・死亡届などの戸籍届書の受付
❷ 役場施設の管理、警備（町民生活センターを含む）
❸ 災害時の初動対応及び関係課への連絡
❹ 漏水などの連絡受付
❺ 道路上の動物などの死骸についての連絡受付

主な宿日直業務内容

町
内
会

6
月
の
環
境
月
間
を
中
心
に
、
各
町
内

会
で
は
環
境
美
化
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
延
べ
3
，
1
7
1
人
（
7
月
19
日
時

点
の
報
告
数
）
が
参
加
し
、
草
刈
り
・
側

溝
清
掃
（
延
長
約
54
㎞
）
・
空
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ
拾
い
（
約
1
1
4
袋
分
）
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

環
境
美
化
活
動
に
は
、
小
中
学
生
も
含

め
た
幅
広
い
世
代
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

み
、
各
地
区
の
河
川
・
公
園
・
側
溝
な
ど

が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
で
は
年
間
を
通
し
て
、
各
事
業

所
・
学
校
な
ど
多
く
の
団
体
が
環
境
美
化

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
森
町
が
よ
り
美
し
く
住
み
よ

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ピッ クア ップお し ら せinformation

片瀬 町内会　５月28日（日）
回収したごみを分別する中学生たち

極東興和（株） 7月12日（水）
北戸綿第二公園で草刈り清掃を行う皆さん

開運町 町内会　５月14日（日）
道路側溝の清掃をする皆さん

事
業
所
な
ど

《
町
内
会
の
環
境
美
化
活
動
》

出入口

●通常業務時間外に戸籍届書などを提出される方、
　その他役場にご用の方はこちらまでお越しください。

本庁舎

正面玄関

宿日直室

宿日直室はこちらです



　

9
月
9
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ

る「
第
64
回
全
国
茶
審
査
技
術
競

技
大
会
」に
出
場
す
る
森
町
茶
業

青
年
団
の
長
田
夏
海
さ
ん
、長
谷

川
英
樹
さ
ん
が
7
月
27
日
に
役
場

を
訪
れ
、太
田
町
長
に
健
闘
を
誓

い
ま
し
た
。長
田
さ
ん
と
長
谷
川
さ

ん
は
7
月
14
日
に
行
わ
れ
た
県
茶

業
青
年
団
主
催
の
闘
茶
会
で
上
位

10
位
以
内
に
入
り
、全
国
切
符
を

獲
得
。県
大
会
1
位
の
長
田
さ
ん

は「
全
国
大
会
で
個
人
優
勝
し
た

経
験
を
生
か
し
、今
回
は
個
人
・
団

体
と
も
に
優
勝
を
狙
い
ま
す
」、長

谷
川
さ
ん
は「
年
齢
的
に
は
最
後
の

チ
ャ
ン
ス
。ま
ず
は
団
体
優
勝
を
目

指
し
て
精
一
杯
頑
張
る
」と
そ
れ
ぞ

れ
に
力
強
く
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

森
町
茶
商
組
合
（
島
謙
造
組
合

長
）
は
7
月
20
日
、
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
町
内
の
保
育
園
や
幼
稚

園
、
小
中
学
校
の
給
食
用
に
新
茶

の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
3
0
0
㎏
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
20
年
以
上
前
か
ら

続
け
て
い
る
活
動
で
、
今
年
も
、

香
り
高
い
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
比
奈

地
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

島
組
合
長
は
「
給
食
で
地
元
の

緑
茶
を
た
っ
ぷ
り
と
飲
ん
で
も
ら

い
、
お
茶
を
飲
む
習
慣
を
身
に
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
る
と
、
比

奈
地
教
育
長
は
「
心
の
込
も
っ
た

寄
贈
は
毎
年
大
変
あ
り
が
た
い
」

と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
緑
茶
は
、
組
合
の
冷

蔵
庫
に
常
時
保
管
さ
れ
、
新
鮮
な

状
態
で
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

森
町
環
境
衛
生
自
治
推
進
協
会

（
中
根
幸
男
会
長
）
は
7
月
6
日
、

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で
今
年
度
総

会
を
開
き
、
事
業
計
画
な
ど
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
中
根
会
長
は

「
今
年
度
も
環
境
美
化
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
た
い
」
と
抱
負
を

語
り
、
参
加
者
ら
は
環
境
保
全
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

議
事
終
了
後
は
、
静
岡
地
方
気
象

台
の
金
子
由
里
絵
氏
に
よ
る
「
地

球
温
暖
化
と
熱
中
症
」
と
題
し
た

講
演
が
な
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
4
月
に
開
館
し
た
森

町
立
図
書
館
の
来
館
者
が
、
7
月

23
日
で
累
計
1
0
0
万
人
に
達

し
、
節
目
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
1
0
0
万
人
目
と

な
っ
た
の
は
、
宮
園
小
4
年
の
鈴
木

潤
一
郎
く
ん
で
、
こ
の
日
は
祖
母
の

由
起
子
さ
ん
と
妹
の
明
日
香
ち
ゃ

ん
と
来
館
し
ま
し
た
。
潤
一
郎
く

ん
は
、
比
奈
地
敏
彦
教
育
長
と
く

す
玉
を
割
り
、
1
0
0
万
人
達

成
を
祝
っ
た
後
、
記
念
品
と
し
て
、

本
や
紙
芝
居
を
入
れ
ら
れ
る
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

月
に
2
回
ほ
ど
図
書
館
を
訪
れ

る
と
い
う
潤
一
郎
く
ん
は
「
日
本

の
お
城
が
大
好
き
で
歴
史
の
本
を

よ
く
借
り
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

図
書
館
を
た
く
さ
ん
利
用
し
た

い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
節
目
到
達
を
祝
っ
て
先

着
1
0
0
人
に
和
紙
製
の
記
念
し

お
り
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

森町立図書館の歴史
●昭和34年9月

「森町図書館」として開館。蔵書数1,500冊
●昭和49年
町内移転「森町立森町図書館」となる。
●平成7年4月
現在の場所に移転「森町立図書館」となる。
●平成17年6月　
来館者50万人達成
●平成29年7月
来館者100万人達成（蔵書数8万9,000冊）

左から長田さん、太田町長、長谷川さん

左から松浦副組合長、教育長、島組合長

あいさつする
中根会長

比奈地教育長（左）とくす玉を割る
鈴木潤一郎くん（宮園小4年）と妹の明日香ちゃん

総会のようす

闘
茶
で
全
国
大
会
へ

団
体
優
勝
を
め
ざ
す

学
校
給
食
で

「
遠
州
森
の
茶
」飲
ん
で
!

森
町
立
図
書
館
が
来
館
者
1
0
0
万
人
達
成

い
つ
ま
で
も

き
れ
い
な
森
町
に

〜
今
後
も
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
て
〜
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第
39
回
森
町
荒
茶
品
評
会
が
7

月
19
日
、
遠
州
中
央
農
協
森
町
茶

業
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

森
の
茶
の
品
質
向
上
や
生
産
者
の

技
術
向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
お
り
、
町
内
の
生
産
者

か
ら
ハ
サ
ミ
の
部
16
点
が
出
品
さ

れ
、
審
査
員
に
よ
り
香
気
・
水

色
・
滋
味
・
外
観
の
4
項
目
に
つ

い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

○
ハ
サ
ミ
の
部
（
一
番
茶
）

優
等　

結
い
ま
ー
る

1
等  

グ
リ
ー
ン
農
園　

早
馬

2
等  

結
い
ま
ー
る

3
等
1
席  

永
澤
秋
高

3
等
2
席　

三
倉
茶
農
協

　

森
町
交
通
安
全
対
策
委
員
会
は

7
月
20
日
、
平
成
学
級
の
参
加
者

を
対
象
に
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
る
「
交
通
安
全
な
お
と
ら
作

戦
」
を
望
月
プ
ラ
ザ
で
実
施
し
ま

し
た
。
夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

N
H
K
で
放
映
中
の
大
河
ド
ラ

マ
に
ち
な
み
、

な 
慣
れ
た
道
こ
そ
要
注
意
!

お 
思
い
や
り
運
転
で　

と 
止
ま
り
ま
し
ょ
う　

ら 

ラ
イ
ト
の
点
灯
お
早
め
に

と
交
通
事
故
防
止
の
4
箇
条
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
袋
井
警

察
署
交
通
課
の
署
員
と
交
通
安
全

指
導
員
が
「
暗
い
夜
道
で
も
目
立

つ
格
好
に
心
掛
け
て
」
と
反
射
材

着
用
を
訴
え
ま
し
た
。

　

7
月
8
日
、
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
で
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
森
町
で
安
心
し
て
暮
ら

す
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
開
催
し
た
も
の

で
、
約
1
1
0
人
が
聴
講
し
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
い
っ

し
ょ
に
暮
ら
そ
う
」
の
稲
葉
修
氏

が
講
師
を
務
め
「
認
知
症
の
方
の

行
動
を
責
め
て
も
症
状
は
悪
化
す

る
だ
け
。
そ
の
行
動
を
ま
ず
は
認

め
、
優
し
く
促
し
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
」
と
語
り
、
「
の
ん
び
り
と
認

知
症
患
者
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
」
と
訴
え
ま
し
た
。
聴

講
者
ら
は
、
家
族
や
地
域
の
理
解

と
支
え
が
あ
れ
ば
、
認
知
症
の
方

も
安
心
し
て
穏
や
か
な
生
活
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
可
能
と
知
り
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
日
常
的
な
見
守
り
を
実
施
す
る

た
め
、
新
聞
販
売
店
や
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
な
ど
と
「
森
町
高
齢
者
等
地

域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
を

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
事
業
者
は
、
業
務
中
に
高
齢
者

の
居
住
等
で
何
ら
か
の
異
変
に
気
付

い
た
場
合
に
、
町
保
健
福
祉
課
（
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
通
報
す

る
仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
コ
ン
ビ
ニ
大
手
の
㈱

セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
も

同
事
業
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
7

月
21
日
に
森
町
役
場
で
、
太
田
町
長

と
関
係
者
が
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

㈱
セ
ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン
は
、
同
社
が
手
掛
け
る
宅
配
サ
ー

ビ
ス
の
中
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
な
ど
の
見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
森
町
と
㈱
セ
ブ
ン
ー

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
協
定
書

を
、
森
町
と
町
4
店
舗
の
オ
ー
ナ
ー

（
遠
州
森
町
駅
前
店
、
睦
実
店
、
中

川
店
、
袋
井
春
岡
店
）
が
確
認
書
を

そ
れ
ぞ
れ
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
太

田
町
長
は
「
コ
ン
ビ
ニ
は
地
域
で
一

番
身
近
な
店
舗
。
安
心
安
全
な
町
づ

く
り
の
た
め
に
、
協
定
は
大
変
心
強

い
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
㈱
セ

ブ
ン
ー
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
市

川
清
隆
・
掛
川
地
区
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
「
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
た
見
守
り
活
動
を
更
に
進

め
、
高
齢
者
の
雇
用
促
進
も
視
野
に

入
れ
て
森
町
と
連
携
を
深
め
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

森
町
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
連
携

森
町
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ジ
ャ
パ
ン
が
連
携

出品茶の外観を採点する審査員たち

交通安全指導員による交通安全体操

講演会のようす

太田町長（右から2人目）と関係者たち

森
町
荒
茶
品
評
会

優
等
に
結
い
ま
ー
る

交
通
安
全

な
お
と
ら
作
戦

認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
!

「
森
町
高
齢
者
等
地
域
見
守
り

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」協
定
を
締
結

宅
配
サ
ー
ビ
ス
で

地
域
の
高
齢
者
世
帯
を
見
守
り
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり
もり TopicsTopicsTopicsTopics

トピックス

たんよりカフェで交流したよ

暑い夏 無病息災を祈願南の森町へようこそ

樹脂粘土でカタツムリをつくったよ

草ヶ谷公民館で7月11日、グループホームたんよ
り主催の「たんよりカフェ」が開かれました。町では
初めての認知症カフェで、介護が必要な人や認知症
が気になる人が、お茶やお菓子を楽しみながら気楽
に悩みを相談できる場所です。多くの人が参加し、職
員と話したり、塗り絵を楽しみ「家で悩んでいるより
もいろんな人と交流できてうれしかった」と話してい
ました。

小國神社で６月３０日、半年間の心身の穢
けが

れを清め、次
の半年を無病息災で過ごせるようにと故事にちなむ神事
「夏
なごしのおおはらえしき

越大祓式」が行われました。大祓式は日常生活の中
で知らず知らずにたまった心身の穢

けが

れを身代わりとなる人
形に託して祓い清める神事。人形を収めた唐

からひつ

櫃を担ぐ神
職を先頭に、約600人の参拝者らが茅

ち

で編まれた「茅
ち

の
輪」を左回り、右回り、左回りと８の字を描くように３回くぐ
り、暑い夏を無事に過ごせるようにと厄災を祓いました。

友好町北海道森町から児童生徒15人の訪問団が、
7月28日から31日まで静岡県森町を訪れました。こ
れは昭和63年から行っている親善交流です。29日に
は、両町の児童生徒がアクティ森での体験活動やコ
テージアクティでの合同合宿などを楽しみました。
30日には児童生徒宅にホームステイし、両町の子ど
もたちはすっかり打ち解け、有意義な交流ができま
した。

児童館で7月22日、樹脂粘土を使った粘土教室が
開かれ、幼児から小学生と保護者の約18組が参加しま
した。講師は、樹脂粘土の教室を開いている「森のなま
けもの」の山田敏恵さん（城下下）です。子どもたちは、

カタツムリとアジサイの造形に挑戦。樹
脂粘土を丸めたり伸ばしたりして各パー
ツを作ると、ボンドで組み立ててかわいら
しいカタツムリが出来上がりました。

たんよりカフェで交流する地域の人と職員たち

神職を先頭に茅
ち

の輪をくぐる参拝者たちアクティ森で紙すき体験をする両町の児童生徒たち

樹脂粘土で懸命に工作する子どもたち

子どもたちの完成作品

もり

もり

もり

もり
もり

もり

もり

もり
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MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc.

もり
もり TopicsTopicsTopicsTopics

トピックス

地球に優しいLEDってすごい！

見頃を迎えたハンゲショウ

豊田合成株式会社（愛知県清須市）は7月14日、森小
で「LED出前教室」を実施し、6年生61人が受講しまし
た。同社の社会貢献活動の一環として実施したもので、
本社や森町工場の皆さんがLEDの構造や発光の仕組み
などを児童たちに説明しました。手回し発電機を使った
実験では、白熱電球に比べて少ない電力でLEDが点灯
する様子を確認。児童たちは、ＬＥＤが省エネ・長持ち・
地球環境に優しいなどの特徴があることを学びました。

鍛治島地区の「半夏生の里」では7月上旬、夏に葉
が白くなる「ハンゲショウ」が見頃を迎え、多くの見
物客で賑わいました。同地区はハンゲショウの全国
有数の群生地ともいわれており、住民有志「てんぽう
の里・半夏生」が2年前から駐車場や看板などの整備
を進めてきました。木道が組まれた一番の群生地に
は、多くの見物客が足を止め湿地に広がるハンゲショ
ウの美しさに魅了されていました。

もり

もり

もり

もり

ペットボタルの工作に挑戦する児童たち

見頃を迎えた鍛治島「半夏生の里」

プロの表現力を学ぶ

笑顔いっぱい七夕会

地域の自然環境について学んだよ

三倉小で7月20日、全校児童17人が静岡県舞台芸
術センター（SPAC）のメンバーから、9月に行われ
る音楽発表会を前に表現方法について学びました。

児童館で7月1日、毎年恒例の「たなばた会」が開催
され、約100人の親子などが参加しました。児童たちは、
願い事を書いた短冊をていねいに飾りつけていました。

宮園小5年生児童は7月11日、一宮の水と環境を
守る会と磐田用水東部土地改良区の指導のもと、一
宮地区の農業用水路で生き物観察会を開催しました。

もり

もり

もり

もり

もり

もり

七夕バルーンゲームをする児童たち

捕まえた生き物を観察用の水槽に移す児童たち

表現力を豊かにするための動きを教わる児童たち
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広報
モニターの

自
主
防
災
隊
の
取
り
組
み

昨
年
、
園
田
地
区
町
内
会
連

絡
協
議
会
の
視
察
研
修
会
に
参
加

し
て
、
１
泊
２
日
で
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
宮
城
県
内
の
名
取
市
閖ゆ
り

上あ
げ

地

区
と
女お
な

川が
わ

町
の
２
箇
所
で
現
地
ガ

イ
ド
さ
ん
に
震
災
当
時
の
生
々
し

い
出
来
事
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
復
興
の
様
子
や
、
被
災
地

に
今
必
要
な
こ
と
、
最
低
限
の
防

災
対
策
と
水
・
食
料
な
ど
を
家
庭

で
確
保
す
る
こ
と
な
ど
大
変
内
容

の
あ
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

我
が
町
内
会
の
自
主
防
災
組
織

は
、
町
内
会
役
員
で
編
成
さ
れ
、

人
材
が
毎
年
入
れ
替
わ
る
組
織
で

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
い

け
な
い
と
町
内
の
皆
様
に
呼
び
掛

け
て
「
草
ヶ
谷
町
内
会
自
主
防
災

隊
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
女
性

7
人
を
含
む
20
人
の
防
災
隊
員
が

集
ま
り
ま
し
た
。
防
災
委
員
か
ら

は
「
自
分
の
命
と
家
族
の
安
全
を

守
る
」「
そ
し
て
町
内
会
で
助
け

合
う
」
た
め
に
出
来
る
こ
と
か
ら

取
り
組
も
う
と
の
意
見
が
出
ま
し

た
。
今
後
も
、
防
災
隊
全
員
で
危

機
管
理
に
努
め
、
有
事
の
際
に
ス

ム
ー
ズ
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
目

指
し
ま
す
。

★
消
費
生
活
相
談
員
と
は

消
費
者
と
事
業
者
に
お
け
る
情

報
・
交
渉
力
の
格
差
や
、
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
よ
り
、
両

者
の
間
で
消
費
者
契
約
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
が
契
約
に
と
も
な
い
、

困
っ
た
と
き
・
不
安
な
時
に
、
ご

相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
を
お

受
け
す
る
の
が
消
費
生
活
相
談
員

で
す
。
ま
た
、
消
費
者
が
い
ろ
い
ろ

な
法
律
に
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

お
伝
え
す
る
の
も
大
切
な
仕
事
。

購
入
方
法
に
も
よ
り
ま
す
が
、
す

で
に
購
入
し
た
物
で
も
8
日
以
内

（
契
約
内
容
に
よ
っ
て
は
20
日
以

内
）
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
制
度
で
、
自
分
を
守
れ
る
と
い

う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
ね
。

★
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

消
費
者
被
害
に
自
分
が
遭
わ
な

い
よ
う
に
知
識
を
習
得
し
た
い
と

思
い
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

勉
強
を
重
ね
る
う
ち
、
他
の
人
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
が

強
く
な
り
ま
し
た
。

★
最
近
の
相
談
事
例
は
？

年
齢
・
性
別
に
限
ら
ず
多
い
の

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ス
マ
ホ

の
架
空
請
求
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
で

す
。
契
約
し
て
い
な
い
の
に
契
約

金
を
払
え
と
言
わ
れ
、
怖
く
な
っ

て
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
心
あ
た
り
が
な
く
、

納
得
で
き
な
い
請
求
は
無
視
し
、

相
手
に
連
絡
を
取
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

★
町
民
の
皆
さ
ん
へ

困
っ
た
時
に
は
、
役
場
の
消
費

生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
。

①
い
ら
な
い
も
の
は「
い
ら
な
い
で

す
」「
こ
と
わ
り
ま
す
」
と
明
確
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

②
契
約
さ
れ
た
場
合
で
も
、
法
律
的

に
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
な
場
合

が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

③
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま

ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
救
済
を
目
的
と
し
て
、
7
月
か
ら
専
門
資
格
を
持
つ
相
談
員
が
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
消
費
生
活
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
消
費
生
活
専
門
相
談
員
と
し
て
活
躍

す
る
大
手
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

名取市・閖上地区のようす

心肺蘇生法を学ぶ防災隊員たち

こ
ん
に
ち
は
！
消
費
生
活
相
談
員
で
す

こ
ん
に
ち
は
！
消
費
生
活
相
談
員
で
す

森
町
広
報
モ
ニ
タ
ー

小
澤
　
芳
巳
さ
ん
（
草
ヶ
谷
）

対
策開設日　毎週水曜日

　　　　（祝日・年末年始を除く）
時　間　午前9時から午後4時まで
内　容　商品やサービスの契約トラブル
　　　　など消費生活に関する相談
場　所　森町役場本庁舎２階
 上記以外の時間帯でも、町職員が相談を
 受け付けています。（平日８：３０～１７：１５）
問　役場産業課商工観光係 ☎８５－６３１９

相談員による消費生活相談相談員による消費生活相談

森町消費生活相談員森町消費生活相談員
大手 みつ子さん

２級ファイナンシャル・プランニング技能士、宅
地建物取引士、産業カウンセラーなどの資格取
得。消費生活に関す相談を受け付け、消費者
被害を少なくするためのお手伝いをします。

PROFILE

10広報もりまち　平成29年8月号

津波到達点



　
　
　
　

7
月
2
日
、
森
町
を
自
転
車

で
巡
る「
第
1
回
も
り
び
と
サ
イ

ク
ル
ラ
イ
ド
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
森
町
の
自
然
や
町
並
み
を
楽

し
み
な
が
ら
、
森
町
の
輝
く
人

「
森も
り
び
と人
」に
出
会
う
小
さ
な
自
転

車
旅
に
は
、
県
内
外
か
ら
17
名
も

の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
M
T
B
な

ど
の
愛
車
に
乗
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ
森

を
発
着
点
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
メ

ロ
ン
農
園
で
の
試
食
、
ガ
ラ
ス
や

陶
芸
工
房
の
見
学
を
し
、
途
中
で

は
タ
イ
ヤ
の
太
い
フ
ァ
ッ
ト
バ
イ

ク
試
乗
会
も
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
訪
問
先
で
は
、
農

作
物
や
工
芸
作
品
に
対
す
る
想
い

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
も
、
た
だ
自
転

車
で
走
る
だ
け
で
は
、
味
わ
う
こ

と
の
出
来
な
い
経
験
が
出
来
た
と

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協
力
隊
と
し
て
は
今
回
事
務
局

を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
誰
一
人
け
が
す
る
事
無
く

安
全
に
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
森
町
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
町
観
光
協
会
は
こ
の
ほ
ど
、

森
町
内
の
祭
り
で
引
き
廻
さ
れ
る

二
輪
屋
台
（
森
町
型
屋
台
）
計
54

台
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

3
，
0
0
0
部
作
成
し
ま
し
た
。

三
倉
・
天
方
・
森
・
一
宮
・
園
田
・

飯
田
の
町
内
6
地
区
ご
と
に
各
町

内
自
慢
の
屋
台
す
べ
て
を
フ
ル
カ

ラ
ー
で
紹
介
し
て
お
り
、
A
2
判

と
迫
力
満
点
の
大
き
さ
で
す
。
四

つ
折
り
に
す
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
な

A
4
サ
イ
ズ
に
な
り
ま
す
。

森
町
を
中
心
と
し
て
中
東
遠
地

域
に
は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
二

輪
の
屋
台
・
山
車
が
分
布
し
、
地

域
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
手
木
の
後
ろ

に
舞
児
が
立
つ
前
欄
干
が
あ
る
な

ど
森
町
型
の
屋
台
の
特
徴
を
紹

介
。
他
に
も
町
内
の
熟
練
の
工
匠

に
よ
り
丹
念
に
組
み
上
げ
ら
れ
る

伝
統
の
技
、
贅
を
尽
く
し
た
彫
刻
、

金
物
、
漆
な
ど
森
町
の
屋
台
づ
く

り
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
遠
州

の
小
京
都
ま
ち
づ
く
り
基
本
構

想
・
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
遠
州

の
小
京
都
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
る
な
か
で
、
森
町
全
域
で
引

き
廻
さ
れ
て
い
る
「
二
輪
屋
台
」
に

注
目
し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
観

光
資
源
と
し
て
い
く
契
機
と
し
て

作
成
し
ま
し
た
。
配
布
は
役
場
産

業
課
窓
口
・
ア
ク
テ
ィ
森
で
行
い
、

製
作
協
力
金
（
実
費
）
と
し
て
1

部
2
0
0
円
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
　
役
場
産
業
課
商
工
観
光
係

☎
8
5
―
6
3
1
9

暁雲窯（鈴木惠三）を見学する参加者たち

遠江一宮駅を出発する参加者たち

も
り
び
と
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ド

も
り
び
と
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
ド

森
の
輝
く
人
に
出
会
う
自
転
車
旅

遠
州
の
小
京
都

森
町
の
祭
屋
台
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成

遠
州
の
小
京
都

森
町
の
祭
屋
台
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成

各
町
内
の
自
慢
の
屋
台
54
台
が
ズ
ラ
リ

町
内
の
熟
練
工
の
技
や
、

二
輪
屋
台
の
特
徴
を
紹
介
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森
町

協
力
隊

コラム

No.3

地
域 

お
こ
し

森町暮らし
ホームページ→

岩瀬進哉



実施地区　　　　　 実施場所　　　　　　　 実施日　　　　　 時間
三倉地区　 三倉総合センター　　　 9月1日㈮

午後7時30分～
 9時00分

天方地区　 天方生活改善センター　 9月7日㈭
森　地区　 文化会館小ホール　　　 9月20日㈬
一宮地区　 一宮総合センター　　　 9月11日㈪
園田地区　 園田総合センター　　　 9月22日㈮
飯田地区　 飯田総合センター　　　 9月27日㈬

森町キャンペーンガール
として活躍しませんか!
森町キャンペーンガール
として活躍しませんか!
森町キャンペーンガール
として活躍しませんか!

あなたも

2016募集
人数

応募
資格

応募
方法

応募
期限

賞品

＊ 問い合わせ先 ＊

本格始動! 心和らぐ森町本格始動! 心和らぐ森町

キャンペーンガール
としての初仕事!

テーマ

内  容

森の新茶キャンペーン、石松まつりなどのイベントを通じて、県内
外で森町をPRする「森町キャンペーンガール」を募集します。　

18歳以上（高校生を除く）30歳以下の女性で、森町に在住、
勤務の人や森町にゆかりのある人。
未婚・既婚は問いませんが、年間を通して森町の行事・キャン
ペーンなどに参加できる人。

申込書または便せんに次の事項を記入し、写真3枚（全身・上半身・
スナップ）を同封して、役場産業課に郵送または持参してください。
（1）  住所・氏名・生年月日・職業・電話番号
（2）  応募の動機
（3）  「森町のここが好き」をテーマとした簡単なコメントや自己PR
（4）  町内在勤の人は、事業者名と所在地、森町にゆかりのある

人は、その事項を記入してください。

平成29年10月6日㈮  当日消印有効

賞金10万円・特産品など（変更の場合あり）

2人

＊申込書は森町のホームページまたは役場産業課にあります。

太田町長が各地区に出向き、町民の皆さんと直接ひざを交えて町政について語り合います。今年は
「第9次森町総合計画」に掲げる6つの基本の柱について、各地区ごとに代表者と意見交換を行ない
ます。ぜひお誘い合わせの上、直接会場までおこしください。

以上のテーマについて、各地区で選出された6人の代表者が地域の実情を踏まえた意見を発表し、町長が
町の考えを述べます。なお、当日は町政に対するご意見・ご要望をいただく「意見箱」も設置いたします。

●町長の話（20分程度） 最近の町政と第9次森町総合計画について
●意見交換（60分程度） 総合計画に掲げる6つの基本の柱
 ①保健・医療・福祉 ②教育・文化　③活力・情報発信　④産業振興
 ⑤安心・安全　 ⑥自然環境

問役場総務課広報統計係  ☎85-6301

森町産業祭実行委員会
（事務局：役場産業課商工観光係）
☎85-6319／FAX85-5259

E-mail kanko@town.shizuoka-mori.lg.jp

町長と語る会  2017
～次世代につなぐまちづくり～

森町キャンペーンガールからひと言!

渡瀬亜紀さん 日比野里映さん
初めての茶
摘みや、遠方
でのイベント
など、森町の
伝統文化に
触 れ たり、
色々な人々

と交流でき、私自身とても楽し
くPR活動が出来ました。一年
間ありがとうございました。

多くの方とお
話をさせてい
ただく中で、
森町に関心
を持っていた
だけると嬉し
くなります。

大好きな森町の魅力をもっと
アピールできるよう、残り数ヶ
月も精一杯頑張ります。
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防犯対策
実施の
お知らせ

■里帰り出産の妊婦健診も
　始めました♪
森町家庭医療クリニックで
は2016年9月から妊婦健診を
行っています。
現在、数人の妊婦さんが妊
婦健診を受けており、３月に
は１人が無事出産されまし
た。出産後も赤ちゃんの予防
接種や健診など、妊婦健診を

担当した医師が継続して診療しています。
これまでの妊婦健診は、提携施設での出産を希望
する人だけでしたが、里帰り出産などで遠方での出
産を希望する人も受けられるようになりました。
詳しくは、森町家庭医療クリニックへお問い合
わせください。
☆提携分娩施設☆
磐田市立総合病院・ふくろいマタニティクリニック
（里帰り出産の予約は、ご自身でお取りくださいます
よう、お願いいたします）

■今年も七夕コンサート
　開催
榊原彩さん（栄町）と演奏
仲間「アンサンブル・ユー」
の皆さんによる「七夕コン
サート」を7月15日(土)、１
階リハビリ室で開催しまし
た。会場には、入院患者さん
やその家族、病院スタッフ、
ボランティアなど総勢約80

人。フルートの音色にピアノと弦楽器の四重奏が重
なり、場内に響き渡ったクラシックや懐かしい曲
に、患者さんも元気をもらったようでした。

森町病院では、院内の安全確保のため夜間帯における不審者の侵入防止や盗難
などの犯罪防止を目的として、防犯カメラや非常階段防犯扉、夜間救急入口への
インターホンを設置します。これらの設備の運用を下記の日程・内容で開始しま
すので、ご来院の皆さんのご理解、ご協力をお願いいたします。

運用開始日　平成29年9月1日（金）から
運 用 内 容　●院内では、24時間体制で監視カメラ作動と録画を実施します。
　　　　　　●夜間帯（22:00～翌朝5:30）は病院の出入口を全て施錠します。

夜間救急でご来院される患者さんは、夜間救急入口に設置されたインターホン
で呼び出してください。入口自動扉の施錠を解除します。

院
内
で
行
わ
れ
た

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
す 

◀

院
内
で
行
わ
れ
た

七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
す 

◀

公立森町病院
☎85-2181

病院
だより

家庭医療クリニック
☎85-1340

家庭医
だより

ス
テップ
ス
テップ

1

ス
テップ
ス
テップ

3

ス
テップ
ス
テップ

2 健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
と
は
、町
民
の
皆
さ
ん
の
お
達
者
度
向
上
と
健

康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
で
す
。日
々
の
ち
ょ
っ
と
し
た
運

動
や
健
康
の
た
め
の
取
組
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、町
の
健
康
づ
く
り
事
業

等
に
参
加
し
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
、お
得
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
貯
め
方
は
簡
単
。18
歳
以
上
の
町
民
な
ら
ど
な
た
で
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

平
成
29
年
６
月
15
日
木

　
▼ 

平
成
30
年
１
月
31
日
水

　
さ
あ
、皆
さ
ん
も
今
日
か
ら
マ
イ
レ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
、

健
康
と
お
得
を
ゲ
ッ
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
い
合
わ
せ
先
：
保
健
福
祉
課
保
健
係
　
☎
８
５
ー
６
３
３
０

※

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が
付
い
た
チ
ラ
シ
を
６
月
に
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し
た
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。保
健
福
祉
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
も
ら
っ
て

ポ
イ
ン
ト
を
た
め
よ
う
。

●
自
己
申
告
の
健
康
づ
く
り
を
し

た
日
↓
１
日
１
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト

●
町
の
健
康
づ
く
り
事
業
等
に
参
加

↓
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
ト

４０
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
っ
た
ら
、静

岡
県
が
発
行
し
て
い
る「
ふ
じ
の
く

に
健
康
い
き
い
き
カ
ー
ド
」に
交

換
す
る
。

町
民
み
ん
な
で
お
達
者
度
向
上
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
参
加
し
、健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
よ
う

ふ
じ
の
く
に
健
康
い
き
い
き
カ

ー
ド
を
提
示
す
る
と
、町
内
や
他

市
の
協
力
店
で
ス
テ
キ
な
特
典
が

あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、町
の
特
典
も
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
。

昨
年
度
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
方
の
感
想
で
す
。

Ａ
さ
ん「
健
康
を
保
つ
た
め
、習
慣
的

に
や
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

Ｂ
さ
ん「
血
糖
低
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健康講座・講演会など
●ボディトークを楽しむ会
12日（火）13:30～15:30
所　保健福祉センター
問　保健福祉課保健係
　　☎85-6330

●Let's Enjoyポールウォーキング 
「天浜線（遠州一宮・ききょう寺）」
14日（木）9:30～14:30
集合場所　保健福祉センター
申・問　地域包括支援センター☎85-6341
●介護予防運動教室
・元気あっぷ運動教室
草ヶ谷　7日（木）13:30～15:00
大　門　20日（水）9:30～11:00
上飯田　27日（水）9:30～11:00
・お出かけ運動教室
円　田　14日（木）、21日（木）
　　　　9:30～11:30
開運町　4日（月）、11日（月）
　　　　9:30～11:30
所　各公民館（大門は大門下公民館）
問　地域包括支援センター☎85-6341

   森町文化会館 ☎85－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日以降の平日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
㈱兵藤楽器店掛川本店（☎0537-23-0245）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130）/チケットぴあ（☎0570-02-9999 Pコード　イルカ：330-799、澤田
勝春：330-011、演歌：335-193、岩崎宏美：333-804、海援隊ビリー・バンバン：336-354、寄席：480-610）

上記公演のチケット
のお求めは…

チケット
好評発売中！！

※チケット取扱時間などは各販売所にお問合せください。

入場料（税込） ： 友の会 5,300円
　　　　　　　　 一　般 5,800円

開場 14:30
開演 15:00土9/9

イルカ ほのぼのコンサート
～We Love You Planet ! ～

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。　主催 ： 森町ミキホール文化振興会

演歌・歌謡劇場 in 森町
～泣いて、笑って、初の３人ステージ～

入場料（税込）  ： 
　　 友の会 5,500円
　　 一　般 6,000円

開場 17:00
開演 17:30土11/25

岩崎宏美コンサートツアー
Hello ! Hello !

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。

入場料（税込）  ： 
　　　友の会 3,800円
　　　一　般 4,300円

開場 13:30
開演 14:00日10/29

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。　主催 ： 森町ミキホール文化振興会

全席
指定

出演：田川寿美／大江 裕／夏木ゆたか

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　共催 ： （有）創芸
企画制作 ： コンリアルアート／MSエンタテインメント・プランニング
後援 ： インペリアルレコード

入場料（税込）  ： 
　　　友の会 5,300円
　　　一　般 5,800円

開場 14:00
開演 14:30日12/17

海援隊 ビリー・バンバン
トーク＆ライブスペシャル

ところ ： 森町文化会館 大ホール

友の会：8月26日(土)
一　般：8月27日(日)
電話予約：8月29日(火)

チケット発売日

いずれも9:00～

全席
指定
※未就学児の入場はご遠慮ください。
主催 ： 森町ミキホール文化振興会　後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

入場料（税込）  ： 
　　　友の会 3,800円
　　　一　般 4,300円

開場 13:30
開演 14:00日

1/21

第23回 新春森町寄席

ところ ： 森町文化会館 大ホール

友の会：10月14日(土)
一　般：10月15日(日)
電話予約：10月17日(火)

チケット発売日

いずれも9:00～

全席
指定

全席
指定

※未就学児の入場はご遠慮ください。　主催 ： 森町ミキホール文化振興会

司会にちょっと歌も♬

良い席は
お早めに！

開場 13:30
開演 14:00日10/1

津軽三味線 澤田勝春コンサート

ところ ： 森町文化会館 大ホール

※未就学児の入場はご遠慮ください。  主催 ： 森町ミキホール文化振興会  共催 ： （有）創芸

入場料（税込） ： 友の会 2,000円
　　　　　　 一　般 2,500円

良い席は
お早めに！

チケット
好評発売中！！

出演者 ： 三遊亭円楽・林家たい平・林家三平

2018年

全席指定

全席指定

ミキホール公演ガイド

●開庁日時
6日（水）13日（水）、20日（水）、27日（水）　
19:00まで
戸籍・住民票・印鑑証明書・旅券の交付
※転入・転出などの住所異動の手続きはできません。
問　役場住民生活課　☎85-6312

夜間・休日救急

公立森町病院　☎85-2181

家庭医療クリニック巡回診療
☎85-1340

三丸会館（三倉大久保）
22日（金）9:00～11:00受付

健康・医療 9月 おでかけ・催し 9月

●ききょう園開園（香勝寺）
23日（土）まで
所・問　香勝寺☎85-3630
●森のKトラ市
23日（土）9:30～12:00
所　保健福祉センター駐車場
問　森の軽トラ市実行委員会（商工会内）
　　☎85-3126
●古着市
17日（日）8:30～15:00
所　天竜浜名湖鉄道遠州森駅
問　遠州木三の里連
　　☎090-1472-6189

アクティ森イベント情報
☎85-0115　水曜定休（8月末まで無休）

●びっ栗づくしの3日間
16日（土）～18日（月・祝）
栗拾い（要予約）、
栗つかみ取り、
栗関連商品の販売など

アクティ森では、夏休み期間イベントとして「お
えかき風鈴」を開催しております。
ガラスの風鈴に専用マーカーで絵を描く体験
です。手軽に楽しめますので、小さいお子様から
大人まで幅広くおすすめしております。
体験料は１つ１,０００円で、当日お持ち帰りで

きます。オリジナルの風鈴を作ってみませんか？
問　アクティ森　０５３８－８５－０１１５

おえかき風鈴

夜間の
窓口開庁 9月

Go! Go!Go! Go!

アクティ森アクティ森アクティ森
～とっておきの情報を紹介～
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■問森町立図書館☎85-1113
開館時間　9:00～17:00（水曜日は
19:00まで）月曜休館　※月曜日が祝
日の場合は火曜日以降の平日が休館日

所	 町町民生活センター
	 保保健福祉センター
問	 住役場住民生活課☎85-6312
	 保役場保健福祉課☎85-1800
	 社社会福祉協議会☎85-5769

Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformationLiving guide

くらし ヒントの

（納期限10月2日）
■	国民健康保険税	····················第3期分
■	後期高齢者医療保険料（普通徴収）
　	················································第2期分

絵本「まけるのもだいじだよ	にじいろ
のさかな」　マーカス・フィスター作
谷川俊太郎	訳　講談社

ある日、海をさ
んぽしていたにじ
うおは、あかひれ
に、かくれんぼに誘
われます。おにに
なったにじうおは、
すぐにみんなを見
つけられると自信
満々でしたが…。
「にじいろのさかな」シリーズ第8弾。

ヤングアダルト「十歳までに読んだ本」
西加奈子ほか７０名	著　ポプラ社

西加奈子、益田
ミリ、杏、ミムラ、棚
橋弘至、小川糸、森
見登美彦、原田マ
ハ、犬童一心…。
作家、女優、映画監
督ら70名が、子ど
ものころに読んで
心を揺さぶられた
本について語る。

一般書「嵯峨野花譜」
葉室麟　著　文藝春秋

宿命を背負った
少年僧・胤舜は、苦
しむ人、悲しみの
底にある人のため
に花を活け、生き
ることを学ぶー。
江戸後期の京都。
四季折々の美しい
花に彩られた少年
僧の成長物語。

＊＊ 延長開館お知らせ ＊＊
毎週水曜に加え下記期間は
午後７時まで開館します。
H29.8.22～H29.8.25

新刊情報

健診・相談
所　保健福祉センター
問　役場保健福祉課☎85-6330

●予防接種のしおり交付
4日（月）受付9:15～9:30
●1歳児相談
1日（金）受付9:00～9:30
●2歳6か月児相談
8日（金）受付9:00～9:30
●3歳児健診
13日（水）受付13:15～13:45
●赤ちゃん健康相談
27日（水）受付9:30～11:00

児童館イベント情報
☎85-2839　月曜休館

●おはなしぶらんこ
毎週土曜日（2日を除く）	10:30～11:00
●縁日
2日（土）10:00～12:00・13:00～15:00
●作ってみよう
3日（日）14:30～15:00

●移動児童館（飯田小）
6日（水）15:00～16:15
●絵手紙教室
9日（土）14:30～15:00
●手作りクラブ
10日（日）10:00～11:30
●移動児童館（天方小）
13日（水）14:30～15:45
●移動児童館（三倉小）
20日（水）14:30～15:45
●移動児童館（宮園小）
27日（水）15:00～16:15　

子育て支援センターイベント情報
☎84-4255　月曜休館

●森のくまさん広場
毎週水曜日（20日を除く）11:00～11:30
●すくすくクラブ
14日（木）10:00～11:00
●移動子育て支援センター 

（三倉総合センター）
15日（金）10:00～11:30　
●のびのびクラブ
28日（木）10:00～11:00

●人権相談 所町　問住
7日（木）13:00～15:00
●行政相談 所町　問住
7日（木）13:00～15:00
●年金相談（要予約） 所町　
20日（水）9:30～12:00
問　掛川年金事務所
　　☎0537-21-5521
●心配ごと相談　 所保　問社　
4日（月）、19日（火）　9:00～12:00
●結婚相談　　 所保　問社
10日（日）9:00～11:30

●障がい等地域生活相談室（要予約） 
　（知的・発達障がい） 所保　問保
8日（金）、22日（金）9:00～16:00
●暮らしの何でも相談（電話相談）
平日9:00～17:00
ライフサポートセンター中東遠事務所
☎33-3715図書館

～認知症を予防しよう～

納税など 9月 相談 9月

子育て 9月

※19日（火）～22日（金）はフロアー　　
　修理のため、臨時休館します。

認知症は予防できない、治らないと思われがちですが、早期発見・早期治療
をすれば、進行を抑えたり、改善したりすることも可能です。日々の生活で次の
ことを実践してみましょう。
❶ 「食事」…低栄養に注意し、青魚や緑黄色野菜を積極的にとりましょう。
❷	「運動」…週に何回かは20～60分程度続けられる自分のペースで行える
有酸素運動をしましょう。

❸ 「知的活動・社会参加」…新聞や本を読んだり日記をつけたりして、頭を鍛え
ましょう。地域の活動に参加したり、趣味や生きがいを見つけ、積極的に交
友関係を広げましょう。

困った時は、地域包括支援センター☎85-6341へご相談ください。
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8月1日現在
 （　）内は先月比

世帯数 ··········6,510 （＋ 15）
人口 男······9,243 （－ 1）
 女······9,427 （－ 16）
 計··· 18,670 （－ 17）

編
集
後
記

人の動きスマホアプリで
広報もりまち配信中!!
スマホアプリで

広報もりまち配信中!!

※アプリは無料ですが、通信費は別
途発生しますのでご注意ください。

▲
ダウンロードは
こちらから

問　自衛隊静岡地方協力本部
　袋井地域事務所  ☎43-3717

ゲートキーパー養成研修会
参加者募集

と	 き　9月28日㈭  15：00～ 16：30
ところ　中遠総合庁舎　西館2階　
　204会議室（磐田市見付3599-4）
内	 容　ゲートキーパーとは、自殺の
現状、声のかけ方・話しの聴き方・
つなぎ方、DVD視聴とロールプレイ

申込締切　9月22日㈮
申込方法　電話またはFAX、メール
で氏名、連絡先、お住まいの市町名
をご連絡ください。
申・問　県西部健康福祉センター福祉課
　☎37-2252  ＦＡＸ 37-2241
メ ー ルkfseibu-fukushi@pref.
shizuoka.lg.jp

静岡県立大学公開講座
受講者募集

【西部会場】
「こころと体の健康について改めて考える〜
「ライフサイクル」からみた健康〜」
と	 き　9月9日㈯、9月16日㈯両日
13：00 ～ 15：00、15：00 ～
17：00の全4回
ところ　浜松市地域情報センター
　ホール（浜松市中区中央1-12-7）
申込方法　8月21日㈪までに、はがき・
FAX・EメールまたはHP上から申込
み。申込み多数の場合は先着順。
※ほか3会場で別テーマの講座あり
申・問　静岡県立大学広報・企画室
　☎054-264-5106
HP http://www.u-shizuoka-ken.ac.jp/

三木の里CCゴルフ場
シニア・ボランティア募集
目	 的　高齢者の「生きがい創り」
内	 容　木曜午後3時間、コース内の目
土作業。お礼は年金生活者に嬉しい廉
価で平日ゴルフプレイ。資格60歳以
上の男女。ボランティア保険制度有。

年会費　3500円、2年目2000円
問・申　NPO法人幸齢社会づくり協会
　☎080-1181-3460

森アリーナトレーニング教室

スポーツインストラクターが少人
数制でていねいに指導します。
と	 き　9月6日㈬、13日㈬、20日㈬、
27日㈬  15：00～ 16：30
定	 員　5人
対	 象　65歳以上の人
内	 容　運動マシンを使った筋力づくり
ところ　森アリーナトレーニング教室
問・申　役場保健福祉課地域包括支援
センター  ☎85-6341

青少年のための吃音（きつおん）講座
「どもることに負けないで明るく!」
と	 き　10月1日㈰
　13：30～ 16：50（受付13：00～）
ところ　県総合社会福祉会館
　シズウエル1階101会議室
内	 容　体験発表、吃音相談、講義など
申込方法　9月24日㈰までに電話また
はFAX、メールで（当日参加も可）
問・申　浜松言友会事務局（朝稲）
　☎・ＦＡＸ 32-5682  　　　
メール  asaine@msb.biglobe.ne.jp

再就職のコツを知る！
子育て中の人就職支援セミナー
と	 き　11月6日㈪  10：00～ 11：45
ところ　月見の里学遊館2階集会室A
　（袋井市上山梨4-3-7）
講	 師　キャリアカウンセラー　
　　　　清水位知子氏
対	 象　子育て中、子育て後で就職希望の人
申込方法　10月20日㈮までに電話で、住
所、氏名、電話番号をお知らせください。

その他　定員20人、先着10人のお子さん
（6ヵ月以上3歳未満）まで無料で託児可
問　ハローワークプラザ袋井
　☎49-4400  ＦＡＸ 49-0582

エンジョイ!
3B体操のつどい

と	 き　9月23日㈯13：00～
ところ　森アリーナ
対	 象　どなたでも
内	 容　いろいろな用具を使って、子
どもから大人まで誰でも無理なく
楽しめる健康体操です。
申込方法　電話・FAX・ショートメール
で名前・参加人数をお知らせください

申・問　☎・メール070-1543-5414　
　ＦＡＸ 053-523-8420
　（公社）日本3B体操協会静岡西
　西部2グループ長　山城美紀

障害者就職面接会の開催

と	 き　10月10日㈫  13：00～ 16：00
ところ　エコパスタジアム大会運営室
（袋井市愛野2300-1）
内	 容　就職希望の障害者と企業との
個別相談・面接、ハローワークその
他支援機関の相談コーナーも設置、
磐田・掛川地区の約30社が参加予定

持ち物　履歴書
その他　申込み不要、参加無料
問　ハローワーク磐田
　☎32-6181  ＦＡＸ 37-7447

がんサロン「なごみ」

と	 き　9月22日㈮  13：30～ 15：30
ところ　磐田市立総合病院  周産期母子医療
センター講堂（磐田市 大久保512-3）
対象　がん患者またはその家族
内容　患者、家族の交流や情報交換、
医療者によるミニレクチャー
その他　申込み不要。直接会場へ
問　磐田市立総合病院がん相談支援
センター  ☎38-5000

▼
あ
る
取
材
で
、
管
外
支
局
の
新

聞
記
者
さ
ん
と
ご
一
緒
す
る
こ
と

に
。「
森
町
は
い
い
ね
え
。
古
く
か

ら
独
自
の
文
化
が
残
り
、
町
民
の

熱
気
を
感
じ
る
。
森
町
に
入
る
と

空
気
が
変
わ
る
の
が
わ
か
る
よ
」

と
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
の

個
性
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

大
切
な
財
産
で
あ
る
と
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。�

（
か
）

▼
山
名
神
社
天
王
祭
舞
楽
を
初
め

て
見
ま
し
た
。
伝
統
的
な
衣
装
や

か
ぶ
り
物
を
身
に
着
け
て
懸
命
に

舞
う
子
ど
も
た
ち
と
、
そ
の
周
り

で
豪
快
に
屋
台
を
練
る
若
衆
。
ど

ち
ら
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
あ
ふ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
全
く
違
う
雰
囲

気
を
出
し
て
い
て
、
と
て
も
素
敵

だ
と
思
い
ま
し
た
。�

（
ゆ
）
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Ｂ Ｏ情 報 Ｘく ら し のInformation

就業構造基本調査の
お知らせ

総務省統計局（静岡県・森町）では、10月
1日現在で就業構造基本調査を実施します。
事前準備のため、調査員が9月上旬から対

象となる調査区を訪問し、居住者の氏名や住
所を確認しますので、御協力をお願いします。
問　役場総務課広報統計係
　☎85-6301

気象警報が
生まれ変わりました

① 命に危険を及ぼす大雨などが予想さ
れる時、警報発表の可能性を「高」「中」
の2段階で5日先まで提供します。
② 警報・注意報の発表時に、最大24
時間先まで、危険度の予想を色分け
表示して提供します。
③ 大雨・洪水警報などの発表基準に、災害発
生との結びつきが強い「指数」を用います。
④ 大雨・洪水警報が発表された時に、
どこで実際に危険度が高まっている
のかを地図上に色分け表示します。

警報注意報などが発表された時は、
いつ・どこで災害発生の危険度が高ま
ると予想されているのかを確認し、早
めの安全確保行動を心がけましょう。
問　静岡地方気象台  ☎054-286-3521

全国一斉「高齢者・障害者の人権
あんしん相談」強化週間

〜ひとりで悩まず、相談してください〜

内	 容　虐待やいやがらせ、差別など
に困っていたら、お電話ください。
期	 間　9月4日㈪～ 10日㈰
時	 間　 8：30～ 19：00、ただし土・

日曜日は10：00～ 17：00
相談電話　☎0570-003-110
主	 催　静岡地方法務局、
　 　　静岡県人権擁護委員連合会

第22回森町長杯ゴルフ大会
参加者募集

森町ゴルフ連盟・森町体育協会主催
の「森町長杯」を開催します。町民の皆
さんの多数のご参加をお願いします。
と	 き　9月16日㈯
ところ　三木の里C.C
競技方法　ペリヤ方式
※チャリティーボックス2ヶ所設け
ています。1オンしない人は500円
のチャリティーをお願いします。
プレー費　14,500円ビジター（諸経
費・食事込）（キャディー費別）
参加費　3,000円
申込締切　9月6日㈬
問・申　森町ゴルフ連盟事務局
（正光建設㈱  担当天野）☎85-3118

第30回森町産業祭
「もりもり2万人まつり&農協祭」出店者募集
と	 き　11月19日㈰  9：10～ 16：00
ところ　文化会館お祭り広場および駐車場
申込方法　申込書などに必要事項を
記入のうえ、提出してください
　（ファックス可）
申込期間　9月1日㈮～ 29日㈮
出店料
町内出店者：テント1張りにつき
7,200円
町外出店者：テント1張りにつき

14,400円
電気利用料　コンセント1個につき
3,000円
※詳しくは森町ホームページをご覧いた
だくか、事務局までお問合せください

問　産業祭実行委員会
　（事務局：役場産業課商工観光係）　
　☎85-6319  ＦＡＸ 85-5259

東海アクシス看護専門学校
平成30年度入学生募集（社会人入学試験）
募集人数　看護学科（修業年限3年）
　推薦入試と合わせて男女30人程度
受験資格　①から④すべてに該当する
人①昭和61年4月2日以降に生まれ
た人②管内6市町（森町、磐田市、掛川
市、袋井市、御前崎市、菊川市）および
隣接する市に所在する高等学校を卒業
した人③入学試験に合格した場合、必
ず入学する人④卒業後は、管内6市町
の医療機関に就業する意思をもつ人
出願期間　9月21日㈭～ 10月5日㈭
17：00必着

願書請求方法　郵送先の郵便番号、住
所、氏名、電話番号を明記し、215
円分の切手を同封して郵送。窓口で
も配付しています。
問・申　東海アクシス看護専門学校
　総務課入試担当  ☎43-8111
〒437-0033 袋井市上田町267-30

平成29年度自衛官募集
について

募	 集
　①航空学生
　　海上　高卒（見込み含む）23歳未満
　　航空　高卒（見込み含む）21歳未満
　②一般曹候補生 18歳以上27歳未満
　③自衛官候補生 18歳以上27歳未満
受付期間　①②7月1日㈯～ 9月8日㈮
　　　　　③年間通じて受付
試験日　①9月18日㈪  ②9月16日㈯
　　　　③受付時にお知らせします
会	 場　受付時にお知らせします

袋井市夢の丘墓園袋井市夢の丘墓園

広 告

【お問い合わせ】袋井市役所 環境政策課  電話：0538-44-3115

型式
和式墓所
芝生墓所
壁型墓所

場所：袋井市三川地区（大谷）  永代使用料：310,000円～
森町のみなさまも申込みできるようになりました。

～森林に囲まれた静かで緑豊かな墓園～
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森
町
の
祭
り
屋
台
が
小
田
原
城
下
町
へ

森
町
の
祭
り
屋
台
が
小
田
原
城
下
町
へ

　
城
下
町
小
田
原
に
引
き
渡
さ
れ

る
の
は
、中
飯
田
町
内
会（
本
城
舘
）

の
屋
台
。来
年
度
の
屋
台
新
調
を
機

に
、今
年
の
祭
典
で
役
目
を
終
え
る

予
定
で
し
た
が
、こ
の
屋
台
を
森
町
と

所
縁
の
あ
る
外
郎
家
25
代
目
当
主
・

外
郎
武
氏
が
購
入
し
、地
元
自
治
会

（
第
28
区
）へ
寄
贈
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。8
月
30
日
に
小
田
原
で
引

報
徳
二
宮
神
社
で
お
披
露
目

小
田
原
流
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

新
し
い
町
の
シ
ン
ボ
ル
に

平成２９年８月３０日㈬
◎御木曳き 9:00～11:30
◎立柱祭 12:30～14:00

（神奈川県小田原市）
報徳二宮神社「報徳祭」報徳二宮神社「報徳祭」

　かつて小田原城主が植えた樹齢
300年の大杉を、同神社の表参道
大鳥居建立の御用材として小田原
城門から運びます。当日は、小田原
に引き継がれた中飯田の屋台もお
披露目します。

中飯田町内会（本城舘）中飯田町内会（本城舘）

森町最古の現役屋台として１２３年にわたり活躍。屋台
新調を機に、小田原に受け継がれます。屋台建設委員
長の榊原芳一さんは「北条氏お膝元の城下町に、中飯
田の屋台が受け継がれることを誇りに思う」と喜びを語
りました。

飯
田
の
郷
に
生
ま
れ
た 

新
た
な
交
流

飯
田
の
郷
に
生
ま
れ
た 

新
た
な
交
流

き
渡
し
式
を
行
い
、当
日
に
小
田
原

城
下
で
行
わ
れ
る
報
徳
二
宮
神
社
の

報
徳
祭「
御
木
曳
き（
お
き
ひ
き
）」

に
お
い
て
、こ
の
祭
り
屋
台
も
お
披
露

目
し
ま
す
。

　
7
月
に
行
わ
れ
た
飯
田
祇
園
祭

に
は
、小
田
原
か
ら
15
人
が
訪
れ
、屋

台
引
き
回
し
や
、舞
楽
見
学
を
楽
し

み
ま
し
た
。小
田
原
在
住
の
桑
島
裕

二
さ
ん（
33
）は「
小
田
原
で
毎
年
5

月
3
日
〜
5
日
に
開
催
さ
れ
る
例

大
祭
で
神
輿
と
山
車
が
巡
行
す
る
。

そ
こ
で
森
町
の
屋
台
を
巡
行
さ
せ
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
祭
事
関
係

者
で
話
し
合
っ
た
結
果
、屋
台
の
原
型

の
良
さ
を
生
か
し
、当
地
の
風
情
に

架
装
す
れ
ば
山
車
と
し
て
運
用
可

能
と
話
が
ま
と
ま
っ
た
。大
切
に
受
け

継
ぎ
、飯
田
の
祇
園
祭
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
の
心
に一
生
残
る
も
の
に
し

た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

中飯田の屋台引き回しに参加した
小田原の皆さん（中央が桑島さん）

明治27年（1894年）建築 大正７年改築

「天王祭舞楽」を伝承する山名神社の舞屋「天王祭舞楽」を伝承する山名神社の舞屋

蟷螂（とうろう）の舞蟷螂（とうろう）の舞 お祭りだ～い好き！お祭りだ～い好き！

報徳会館

バス
駐車場

●
三の丸小学校

文

馬出門
めがね橋

学橋銅門

常盤木門

天守閣

●小田原城址公園

●御感の藤

報徳二宮神社

城内

集合：
馬出門前

到
着
：
報
徳
二
宮
神
社

遠
州
の
小
京
都

　
森
町
は
、国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財「
天
王
祭
舞
楽
」を
伝
承
し
た
小
田
原
外
郎

家
や
、報
徳
と
深
い
関
係
の
あ
る
小
田
原
と
文
化
・
観
光
面
で
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
小
田
原
で
の
天
王
祭
舞
楽
奉
納
に
引
き
続
き
、今
回
は
森
町
の
祭
り
文
化

の
象
徴
で
あ
る
二
輪
屋
台
を
引
き
渡
す
こ
と
で
、お
互
い
の
歴
史
文
化
へ
の
理
解
を
さ
ら

に
深
め
ま
す
。

う
い
ろ
う


